
ミ
ズ
キ
に
飾
り

お
め
で
鯛た

い

小
正
月

● 町成人式…2-3㌻
● 新成人の紹介…4-7㌻
● 町消防出初式、町交通指導隊・町 
　 防犯隊合同初点検など…8-9㌻

伝統行事「ミズキ団子づくり」に挑戦した川
口保育所の児童たち。色とりどりの団子の他
に鯛や小判を飾り付け、小正月を祝いました。
…関連記事 12㌻（1月 15日、川口保育所）

■
主
な
記
事

2012[平成24]年2012[平成24]年2014[平成26]年
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民部田町長から新成人へ記念品を贈呈新成人を代表して誓いの言葉を述べる畑中明日香さんわが子の晴れ姿を見守る父母らが２階にも 町民憲章唱和をリードする遠藤亮介さん

企
画
・
運
営
を
自
分
た
ち
の
手
で

新
成
人
参
加
型
の
記
念
事
業
が
好
評

は
た
ち
の
門
出

平
成
25
年
度
町
成
人
式
は
１
月
12
日
、

岩
手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ

あ
い
で
行
わ
れ
、希
望
に
あ
ふ
れ
る

１
３
０
人
の
新
成
人
が
20
歳
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
成
人
式
の
対
象
者
は
、平
成

５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人
お
よ
び
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た

２
０
２
人（
昨
年
１
９
５
人
）。
当
日
は
そ

の
う
ち
の
１
３
０
人（
同
１
３
８
人
）が
出

席
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、多
数
の
父
母

や
来
賓
が
見
守
る
中
、式
典
や
記
念
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
は
じ
め
に
、新
成
人
の
遠
藤

亮
介
さ
ん
の
リ
ー
ド
に
続
き
全
員
で
町
民

憲
章
を
唱
和
。
民
部
田
幾
夫
町
長
が「
新

成
人
の
皆
さ
ん
が
教
養
と
英
知
、忍
耐
力

を
養
い
、挑
戦
す
る
勇
気
を
持
っ
て
夢
へ

向
か
う
努
力
を
続
け
、未
来
を
ひ
ら
く
社

会
の
一
員
と
し
て
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
私
は
、見
え
な
い
と
こ
ろ

で
こ
つ
こ
つ
と
努
力
を
す
る
こ
と
で
、た

だ
一
度
の
人
生
が
幸
多
い
人
生
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、

ふ
る
さ
と
岩
手
町
に
誇
り
を
持
ち
、仲
間

と
絆
を
深
め
、心
優
し
く
力
強
く
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
式
辞
を
述

べ
、新
成
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
代
表
の
畑
中
明
日
香
さ
ん
は
、

「
温
か
く
時
に
は
厳
し
く
育
て
て
く
れ
た

両
親
や
支
え
励
ま
し
て
く
れ
た
友
人
、恩

師
の
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
に
対

し
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

協
力
す
る
気
持
ち
や
感
謝
の
思
い
を
忘
れ

ず
に
未
来
を
担
う
一
員
と
し
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、常
に
全
力
で
歩
ん
で
行

く
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」と
堂
々
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
、人
生
の
節
目
の
日
か
ら

新
た
に
大
人
の
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　
例
年
、著
名
人
の
講
演
が
行
わ
れ
て
い

た
記
念
事
業
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
町
成
人

式
実
行
委
員
会（
八
戸
健
成
委
員
長
）が
企

画
・
運
営
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
や
新
成

人
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
、全
員
で
の
記
念
写

真
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー

ン
に
懐
か
し
い
顔
が
映
る
ス
ラ
イ
ド
や
仲

間
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
近
況
や
夢
を
語
る

参
加
型
の
記
念
事
業
は
好
評
を
博
し
、和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
会
場
に
は
、

出
席
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
町
成
人
式

平
成
25
年
度
町
成
人
式

平
成
５
年
度
生
ま
れ
の

２
０
２
人
が
新
成
人
に

誓
い
の
言
葉「
感
謝
忘
れ
ず

常
に
全
力
で
歩
ん
で
行
く
」

思い出に残る楽しい成人式にしようと企画段階か
ら当日の進行まで力を尽くしやり遂げた皆さん。
おつかれさまでした！（後列左から）　副委員長・
宮田雅貴さん、委員長・八戸健成さん、遠藤亮介
さん（前列左から）　小沢夏実さん、林遥香さん

成人式実行委員会の皆さん

↑→新成人によるスピーチ「は
たちの夢プラザ」。有志11人
が現在の学業や仕事の様子、
将来の夢、両親への感謝の気
持ちなどを語ると会場の仲間
から温かい拍手が送られた

↑中学時代の写真や恩師からの
メッセージを大スクリーンで上
映。懐かしい姿に歓声が上がる

凛とした表情で式典に臨む新成人たち

出席者全員での記念写真は思い出に残る１枚に



　
町
成
人
式
に
出
席
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
個
人
写
真
の
撮
影
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、１
３
０
人
全
員
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、氏
名
下
の（
）

は
地
区
名
。転
出
し
た
人
は
出
身
、帰
省
先
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
、敬
称
略
）

成
人
の
紹
介

成
人
の
紹
介

輝
く
前
途
に
幸
多
か
れ
―

新新
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　県内の魅力あるスイーツ＆おやつの名店が大集
合。岩手町からは、「松月堂ブリエ」、「西田だん
ご店」の他、物産販売に「肉のふがね」が出展！
皆さんでお出掛けください。

　男性と女性が対等なパートナーとして生き生き
自分らしく暮らすことができる「男女共同参画社
会」について理解を深め、一人一人が主役のまち
づくりを考えます。テーマに関心がある人ならど
なたでも参加できます。

【日時】
【場所】　岩手産業文化センター・アピオ（滝沢市）
【内容】　スイーツ＆おやつの展示即売、ご当地グ
ルメ、各地の物産販売、ご当地ゆるきゃら大集合、
郷土芸能をはじめ楽しいステージイベントなど
　盛岡・八幡平元気まるごと発信事業実行委

員会事務局（盛岡広域振興局経営企画部内）
019-629-6510

２月22日㈯、23日㈰　10:00~16:00

　北緯40度エリアのおいしい手打ちそばと物産が一
堂に会す恒例の「そばフェスタ」。今年も開催します！

【日時】
【場所】　岩手広域交流センター・プラザあい
【出店】　岩手町「パワー工房」、葛巻町「森のそ
ば屋」、八幡平市「松っちゃん市場」、「西根はっ
との会」、「安代そば打ちの会」、盛岡市玉山区「外
山婦人会」ほか物産販売
【イベント】　そば打ちの実演・体験、長さ約１㍍
の「大蛇そば」早食い大会、民謡ショーなど
　岩手広域交流センター運営協議会事務局（役

場企画商工課内） 62-2111 内線 213

【日時】
【場所】　岩手広域交流センター・プラザあい
【内容】　○基調講演　◆講師　立教大学　萩原な
つ子教授　○パネルディスカッション　○男女共
同参画関連パネル展示
　役場企画商工課企画広報係 62-2111内線215

２月15日㈯、16日㈰　10:00~15:00

３月２日（日）　13:30~16:00

いわてまち

共同参画男女
フォーラム

町
消
防
出
初
式

安
全
・
安
心

守
る
決
意
新
た
に

新
年
を
迎
え
、
町
の
消
防
団
（
早
坂
信
一
団
長
）
と
婦
人
消
防
協
力
隊
（
朽
木

ヨ
シ
ミ
隊
長
）、
交
通
指
導
隊
（
瀬
川
実
隊
長
）、
防
犯
隊
（
武
田
茂
隊
長
）
が

本
年
の
活
動
を
開
始
。
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

多くの町の人たちに見守られ大町
地区を行進する消防団の車両部隊

㊤犯罪や交通事故のない町の実現を誓い
整然と並ぶ防犯隊員と交通指導隊員
㊨民部田町長の点検を受ける交通指導員

現職の消防団員で勤続 50 年以上職務
に精励する団員を表彰

第５分団

第２分団

第4分団 田村 博 団員（73）

志田 忠男 団員（75）

遠藤 一彦 副分団長（57）

志田 敏明 団員（51）

遠藤 健太団員（28）

志田   学  班長（43）

遠藤 康平団員（26） 昭和 34 年４月１日入団

観閲を受ける婦人消防協力隊
町の安全・安心を守る決意を新たにする消防団員たち

消
防
団
１
２
０
年

自
治
体
消
防
65
周
年
記
念

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
恒
例
の
町
消
防
出
初
式
は
１
月

５
日
、
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

町
消
防
団
員
と
町
婦
人
消
防
協
力

隊
員
、
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署
員
ら
約
５
０
０
人
と
車
両
32
台

が
集
結
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
統
監
の
民
部
田
幾
夫
町

長
が
「
安
全
・
安
心
の
確
保
に
全

力
を
傾
注
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
の
負
託
に
応
え
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
」
と
訓
示
。
早
坂
団
長

が「
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、財
産
、

身
体
を
守
る
任
務
遂
行
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
固
く
誓
い
ま
し

た
。
団
員
ら
は
、大
町
地
区
を
堂
々

と
分
列
行
進
。
高
い
士
気
を
披
露

し
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
町
の
交
通
指
導
隊
と
防
犯
隊
の

合
同
初
点
検
は
１
月
７
日
、
町
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
各
隊
員
た
ち
が
り

り
し
い
制
服
を
身
に
ま
と
い
整
列
。

各
隊
長
の
号
令
に
従
い
、
服
装
や

警
笛
、
手
帳
な
ど
の
装
備
品
を
点

検
し
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
抑
止

な
ど
使
命
達
成
へ
の
決
意
を
示
し

ま
し
た
。

　
使
命
感
と
あ
ふ
れ
る
情
熱
で
町

の
安
全
・
安
心
を
守
る
各
隊
の
活

躍
が
、
本
年
も
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

交
通
指
導
隊
・

防
犯
隊
合
同
初
点
検

永年勤続功労表彰消防団員家族表彰
２親等以内（子・兄弟姉妹）に現職の
消防団員３人以上を有する家族を表彰

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
消
防
団
１
２
０
年
・
自
治

体
消
防
65
周
年
記
念
大
会
に
あ
た
り
、
町
消
防
団
員

が
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

No.294

気張って働き健康維持
井戸 サツ さん（78）=芦田内＝

いつか
どこか

で

Topics01

地
域
の
特
色
豊
か
に
舞
台
発
表

「
第
11
回
公
民
館
ま
つ
り
」開
催

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひとまち

三浦務さんの長女

三浦 葵
あ お い

唯ちゃん（中田）

健康で元気な子に
なってね

藤村俊徳さんの長男

藤
ふじむら

村 千
ち さ と

聖くん（上大町）

元気で明るい子に
育ってね

スマ
イル

ベ

イ ビ　ー

ズ

　「何よりも料理が好きなんです。自分が作った料理をごちそうして、おいし
いと喜んでもらえることほどうれしいことはありませんね」と話すサツさん。
真心を込めた料理は、サツさんのお宅を訪れるお客さまにとって最高のおも
てなしです。働き者のサツさんは、春から秋までは畑に出て薬草を栽培する
他、長年にわたり町の保健推進員を務めて地域の健康づくりを支えました。
「ケガをしてしまったとき、治りが早いとお医者さんに驚かれたんですよ」と
自らの健康にも自信あり。その秘訣は、「働かなきゃと思って気を張ってい
るから」と話し、「早く畑に出たい」と春の訪れを待ちわびています。

元気いっぱい４人組
　冬休みの工作を手に元気いっぱいの４人。ゲー
ム好きの涼介君は「ゲームを考えて制作するゲー
ムプランナーになりたい」、岩手野球スポ少で活躍
する陽大君と柊海君は「プロ野球選手になりたい」
と声をそろえ、盛岡市のサッカークラブに所属す
る翔音君は「プロサッカー選手になりたい」と夢
を語ります。冬休みには、スポーツや家族旅行を
楽しみながらしっかりと宿題をやり遂げた４人。
３学期も「勉強を頑張りながら、スキー教室や６
年生を送る会を成功させよう」と意気込みます。

近藤翔太さんの次女

近
こんどう

藤 美
み か

華ちゃん（下五日市）

元気に育ってね

大沢直樹さんの長男

大
おおさわ

沢 祐
ゆ う と

斗くん（雪浦）

たくましく元気に
育ってね

佐々木圭佑さんの長女

佐
さ さ き

々木 紗
さ な

南ちゃん（上黒内）
元気で優しい子に
なってね

久保友基さんの長男

久
く ぼ

保 満
み つ き

生くん（上愛宕下）

健康第一 !!

１歳児健診に来てくれ
たお子さんのかわいい
笑顔を紹介します。 　

和田幸夫さんの次女

和
わ だ

田 智
ち か

花ちゃん（犬袋）

思いやりのある子に
育ってね

山中寿行さんの長女

山
やまなか

中 柚
ゆ づ き

月ちゃん（上五日市）

柚月のペースで出来る
事増やしていこうネ！

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

No.294

土
ど い

井 涼
り ょ う す け

介君
田
た む ら

村 陽
は る と

大君
千
ち ば

葉 翔
し お ん

音君
千
ち ば

葉 柊
し ゅ う

海君

（一方井小５年男子全員）

　
日
ご
ろ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

展
開
さ
れ
て
い
る
公
民
館
活
動
が

一
堂
に
会
し「
い
わ
て
ま
ち
公
民

館
ま
つ
り
」は
１
月
26
日
、プ
ラ
ザ

あ
い
で
開
催
さ
れ
、約
２
５
０
人

の
来
場
者
が
各
館
の
さ
ま
ざ
ま
な

発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
劇
団「
お
と
め
座
」（
本
紙
20
㌻

参
照
）の
寸
劇
で
幕
を
開
け
た
舞

台
で
は
、各
公
民
館
で
活
動
す
る

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
出
演
。
▼
久
保

　
久
保
小
児
童
に
よ
る
舞
踊「
大

黒
舞
」　
▼
一
方
井

　
郷
土
史
研

究
家
・
八
尾
光
利
氏
に
よ
る「
一

方
井
の
歴
史
〜
自
光
坊
由
来
〜
」

の
発
表
　
▼
川
口
　
ラ
デ
ィ
ア
ナ

Ｒ
の「
合
唱
」　
▼
沼
宮
内
　
有
志

に
よ
る
寸
劇「
沼
宮
内
伝
説
」　
▼

水
堀

　
沢
口
勘
蔵
分
館
長
に
よ
る

「
御
堂
新
田
の
滝
の
主
〜
大
蛇
の

伝
説
〜
」の
発
表

　
▼
北
山
形
・

南
山
形

　
し
っ
し
ど
か
っ
か
保
存

会
に
よ
る
郷
土
芸
能「
北
山
形
し
っ

し
ど
か
っ
か
」の
６
つ
が
発
表
さ
れ

た
他
、最
後
は
公
民
館
職
員
が
出
演

し
、「
そ
の
儲
か
る
話
に
ご
用
心
」

と
題
し
た
寸
劇
で
悪
質
商
法
へ
の

対
処
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

①

肥料袋を使ったそり遊びを楽しむ児童たち。冬
の石神の丘美術館に元気な笑顔があふれました

①

③②

　
小
学
生
に
美
術
館
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
石
神
の
丘
美
術
館
と

川
口
公
民
館
は
１
月
８
日
、「
美
術

館
で
す
ご
す
冬
の
１
日
」を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
町
内
の
小
学
生

22
人
が
参
加
。
開
催
中
の「
町
小
中

学
校
・
高
校
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
展
」を
鑑
賞
し
た
児
童
た
ち
は
、

野
生
動
物
の
足
跡
を
探
す
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
雪
だ
る
ま
作
り
、斜
面
で

の
そ
り
遊
び
と
屋
外
で
元
気
に
遊

び
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
ン
チ
。
午
後

に
は
創
作
体
験
を
行
い
、美
術
館
で

過
ご
す
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
川
口
小
３
年
の
高
田
小
雪
さ
ん

は「
冬
の
美
術
館
に
は
初
め
て
来

ま
し
た
。
そ
り
遊
び
が
楽
し
か
っ

た
で
す
」と
体
験
を
喜
び
ま
し
た
。

Topics02
「
美
術
館
で
す
ご
す
冬
の
１
日
」

小
学
生
が
見
学
や
体
験
楽
し
む

①第１回以来公民館まつり
へ帰ってきた「北山形しっ
しどかっか」　②川口ラディ
アナＲは、会場の皆さんとも
一緒に合唱　③地域に伝わ
る沼宮内伝説を寸劇で披露

　
出
演
し
た
北
山
形
し
っ
し
ど

か
っ
か
保
存
会
の
代
表
・
山
崎
良

一
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
、第
１
回

の
公
民
館
ま
つ
り
出
演
を
目
標
に

踊
り
を
復
活
さ
せ
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
ま
つ
り
と
一
緒
に
歩
ん
で

き
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
」と
感

慨
深
く
話
し
、10
年
ぶ
り
の
舞
台

で
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
各
地
域
の
特
色
豊
か
な
発
表
に

来
場
者
は
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。
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病
息
災
の
願
い
込
め
て

○
愛
宕
下
夢
灯
り

　
ど
ん
と
祭

ペットボトルで作られた灯篭の夢灯りを楽しむ子どもたち

無

▼2014.01.15

年
初
め
の
対
局
で
熱
戦

○
町
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

　
恒
例
の
町
新
春
囲
碁
将
棋
大
会
は
１
月
４

日
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、小
学
生
や
一
般
の
愛
好
者
26
人
が

各
部
門
で
熱
戦
を
展
開
。
年
初
め
の
勝
負
に

挑
み
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
３
位
ま
で
。
敬
称
略
）

◆
囲
碁

　
①
瀬
川
稔
②
山
口
國
男
③
小
西
清
吾

◆
将
棋

　
▽
一
般
Ａ

　
①
藤
原
正
②
笹
久
保
幸

男
③
乙
茂
内
湧
也

　
▽
同
Ｂ

　
①
愛
木
武
治
②

沢
口
勇
次
郎
③
上
路
一
男

　
▽
小
学
生
Ａ

　
①

佐
藤
光
②
三
浦
永
士
③
柳
本
雄
紀

　
▽
同
Ｂ

　

①
山
口
絢
心
②
田
中
叶
夢
③
菊
地
沙
雪

新
▼2014.01.04

真剣なまなざしで盤上を見つめる一般Ａクラスの出場者たち

①勢い良くスタートする参加者
たち　②狙い通り優勝を果たし
た山形健士さん　③荒天の中、頑
張って完走を果たした家族連れ

　
愛
宕
下
商
工
振
興
会（
武
田
吉
蔵
会
長
）主

催
の「
愛
宕
下
夢
灯あ

か

り
　
ど
ん
と
祭
」は
１
月

15
日
、盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署
隣
の
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、約
80
人
が

来
場
。
正
月
飾
り
を
燃
や
し
て
無
病
息
災
を

祈
っ
た
他
、地
元
の
子
供
会
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
高
齢
者
が
手
作
り
し
た
１
８
０
個
の

灯
篭
が
並
ぶ
夢
灯
り
を
眺
め
、一
年
の
平
穏

を
願
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
四
日
市
俊

悦
さ
ん（
75
）＝
上
愛
宕
下
＝
は
、「
災
害
が

な
く
、皆
さ
ん
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
一
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

新年の健康願い走り初め
○元旦健康マラソン大会  ▼2014.01.01

　第40回元旦健康マラ
ソン大会は１月１日、
プラザあい周辺を発着
点とする１・５㌔と３・
５㌔の２種類のコース
で行われました。
　当日は、しんしんと
雪が降りしきる悪天候
にも関わらず、町内外
から定員いっぱいの
320人が参加。シャー
ベット状態の路面をも

見事に県大会優勝！沼中バレー部
○県中学校1年生バレーボール大会

　第22回県中学校１年生バレーボール大会は１月11日、
奥州市で行われ、沼宮内中バレーボール部が見事優勝し
ました。同大会女子の部には、各地区の予選を勝ち抜い
た13チームが出場。現在、１年生のみで活動し、各種大会
で奮闘する同中バレー部ですが、他校と同じ条件の今大
会では、持ち前の元気の良さとチームワークで対戦相手
を次々に破り、ついに県の頂点に立ちました。来年度以
降の活躍に期待が高まります。

 ▼2014.01.11

熱
戦
を
勝
ち
抜
き
県
の
頂
点
に
立
っ
た
沼
宮
内
中

　
ゆ
は
ず
交
流
館
第
２
回
子
ど
も
科
学
教
室

は
１
月
14
日
、 

同
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、町
内
の
小
学
生
66
人
が
参
加
。
盛
岡

市
子
ど
も
科
学
館
の
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に

迎
え
、マ
イ
ナ
ス
１
９
６
度
の
液
体
窒
素
を

使
っ
た
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
の
実
演
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
空
気
砲
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
工
作
を
通
じ
て
科
学
を

学
び
ま
し
た
。
沼
宮
内
小
２
年
の
山
口
絢け
ん
し
ん心

君
は
、「
バ
ナ
ナ
と
か
何
で
も
凍
っ
て
硬
く

な
っ
て
面
白
か
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
」と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

○
ゆ
は
ず
交
流
館
子
ど
も
科
学
教
室

液

○
ふ
る
さ
と
の
心

　
日
本
の
唄

子

客席に降り全員で一緒に歌う稲村なおこさん㊧と西舘好子さん

▼2014.01.18

守
歌
の
響
き
懐
か
し
む

▼2014.01.14

体
窒
素
に
び
っ
く
り
！

①

② ③
のともせずにそれぞれの体力に合わせたペースで走り初
めし、新年の健康を願いました。
　１・５㌔の部で優勝した山形健士さん（32）＝青森県三
沢市、柳橋出身＝は、「毎年実家に帰省し参加しています。
昨年10月に娘が生まれたので、ことしはぜひとも優勝し
たかった。いい年になりそうです」と幸先の良いスター
トを切った新年に期待を込めました。

正
月
お
祝
い
し
交
流

子ども科学館のスタッフ㊨が目の前で液体窒素の実験を披露

　
川
口
保
育
所（
南
舘
ル
イ
子
所
長
）で
は

１
月
15
日
、老
人
ク
ラ
ブ
川
口
高
砂
会
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
ミ
ズ
キ
団
子
づ
く
り
を
行

い
、小
正
月
を
祝
い
ま
し
た
。
当
日
は
、同

保
育
所
の
他
、川
口
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
児

童
も
参
加
。
児
童
た
ち
は
、お
じ
い
さ
ん
と

一
緒
に
き
ね
を
持
っ
て
餅
を
つ
き
、お
ば
あ

さ
ん
と
色
と
り
ど
り
の
団
子
を
丸
め
て
ミ

ズ
キ
に
飾
り
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。
川
口

小
２
年
の
佐
々
木
俐り

お緒
さ
ん
は
、「
友
達
と

仲
良
く
で
き
ま
す
よ
う
に
」と
飾
っ
た
ミ
ズ

キ
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

小
○
ミ
ズ
キ
団
子
づ
く
り

▼2014.01.15

老人クラブの皆さんの協力で臼ときねを使った餅つきを体験

　
町〝
挑
戦
す
る
〞ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「
ふ

る
さ
と
の
心
　
日
本
の
唄
」（
町
、町
商
工
会
な

ど
主
催
）は
１
月
18
日
、プ
ラ
ザ
あ
い
で
開
か
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、約
２
０
０
人
が
来
場
。
講

演
で
は
、講
師
の
日
本
子
守
唄
協
会（
東
京
都
）・

西
舘
好
子
理
事
長
が「
子
守
唄
の
良
い
と
こ
ろ

は
、ふ
る
さ
と
と
お
母
さ
ん
を
感
じ
る
と
こ
ろ
」

と
思
い
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、歌
手
の
稲
村

な
お
こ
さ
ん
ら
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
、懐
か

し
い
日
本
の
唄
が
披
露
さ
れ
た
他
、「
七
つ
の

子
」な
ど
の
子
守
唄
を
全
員
で
歌
い
、観
衆
は
ふ

る
さ
と
へ
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。
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掛
け
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

○
出
来
事
は
忘
れ
て
も
、感
情
は
長

く
残
り
ま
す
。
話
し
を
聞
き
、安
心

感
を
与
え
る
よ
う
に
接
し
ま
し
ょ
う

○
相
手
の
表
情
か
ら
喜
怒
哀
楽
を
読

み
取
り
ま
す
の
で
、笑
顔
で
接
す
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

○
判
断
力
や
行
動
の
ス
ピ
ー
ド
は
低
下

し
ま
す
が
、で
き
る
こ
と
を
本
人
の
ペ

ー
ス
に
合
わ
せ
て
関
わ
り
ま
し
ょ
う

　
認
知
症
は
、放
っ
て
お
く
と
症
状

が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
早
期
に

治
療
を
受
け
れ
ば
進
行
を
緩
や
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
、本
人
と
家
族
が

一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
の
こ
と
を

良
く
知
る
か
か
り
つ
け
医
や
認
知
症

の
専
門
医
の
精
神
科
・
神
経
内
科
・

物
忘
れ
外
来
な
ど
を
受
診
し
、早
め

に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
》

○
役
場
健
康
福
祉
課

　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

　
役
場
庁
舎
１
階

窓
口
⑥
番

62
‐
２
１
１
１（
内
線

５
１
５
、５
１
８
）

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
沼

宮
内（
佐
渡
医
院
向
か
い
）
62
‐

４
１
５
０

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
川

口（
ケ
ア
ホ
ー
ム
川
口
内
）
65
‐

３
２
２
０

　
認
知
症
の
患
者
は
、年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
65
歳
以
上
で
は
約

７
人
に
１
人
、85
歳
以
上
に
な
る
と

約
４
人
に
１
人
が
患
う
と
い
わ
れ
、

誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
病

気
で
す
。
病
気
に
対
す
る
正
し
い
知

識
を
持
ち
、早
期
発
見
・
治
療
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
は
、次
の
よ
う
な
原
因
で

起
こ
り
、物
忘
れ
な
ど
に
よ
り
生
活

が
困
難
に
な
る
脳
の
病
気
で
す
。

【
原
因
①
】　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

　
脳
の
神
経
細
胞
に
タ
ン
パ
ク
質
の

ご
み
が
た
ま
っ
て
細
胞
が
破
壊
さ

れ
、脳
が
萎
縮
す
る
病
気
。
萎
縮
の

程
度
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

現
れ
ま
す
。

〈
症
状
例
〉　
▼
少
し
前
の
出
来
事
を

忘
れ
る

　
▼
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言

う
　
▼
帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な
る

▼
同
じ
物
を
何
度
も
買
っ
て
く
る

【
原
因
②
】　
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

　
レ
ビ
ー
小
体
と
呼
ば
れ
る
異
常
な

タ
ン
パ
ク
質
が
脳
内
の
神
経
細
胞
に

た
ま
る
病
気
。
物
忘
れ
の
他
に
次
の

よ
う
な
症
状
が
特
徴
で
す
。

〈
症
状
例
〉　
▼
子
ど
も
や
虫
な
ど
が

見
え
た
り
す
る（
幻
視
）　
▼
手
足
の

動
き
が
鈍
く
な
る

　
▼
日
に
よ
っ
て

症
状
の
程
度
が
違
う

【
原
因
③
】　
脳
血
管
性
認
知
症

　
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り（
脳

塞
）、破
れ
た
り（
脳
出
血
）し
て
血
流

が
途
絶
え
、脳
細
胞
が
死
滅
す
る
た

め
に
起
こ
る
認
知
症
。

〈
症
状
例
〉　
▼
物
忘
れ
が
多
い

　
▼

転
び
や
す
い

　
▼
意
欲
が
低
下
す
る

　
▼
手
足
が
し
び
れ
る

　
▼
急
に
泣

い
た
り
怒
っ
た
り
す
る

　
認
知
症
の
人
の
訴
え
や
行
動
に
ど

う
対
処
し
て
よ
い
か
戸
惑
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
次
の
こ
と
を
心

本
人
と
家
族
の
た
め
に

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方

早
期
発
見
・
治
療
が
大
切

文化・情報
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町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

久
保
良
子
さ
ん（
55
歳
）＝
石
神
＝
で
す
。

　
日
枝
神
社
の「
御
神
木
」

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
夜
明
け
」　
　
柴
田
　
満
子
　
選

短
歌

【２月の休館日】　毎週月曜日。28日（金）。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 リアスの子 熊谷　達也
エッセイ 月日の残像 山田　太一
実用書 ショパンを嗜む 平野　啓一郎

児童向け
読み物 鬼まつりの夜 富安　陽子
絵　本 だるまなんだ 丸山　誠司
実用書 調べよう！日本の本屋さん 秋田　喜代美

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　２月23日㈰　午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子
　読み聞かせボランティアの『おはな
し☆きらきら☆』のおはなし会です。

〈
佳
作
〉

チ
ュ
ン 

々 

の
鳥
の
鳴
き
声
夜
明
け
知
る 

　
　
四
日
市
俊
悦

平
成
の
夜
明
け
に
し
よ
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

　
　
久
慈

　
正
和

〈
秀
逸
〉

初
日
の
出
気
持
ち
新
た
に
な
る
夜
明
け 

　
　
佐
藤

　
小
草

新
た
な
道
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
日
の
光 

　
　
土
橋
は
つ
お

〈
特
選
〉

全
盲
の
夜
明
け
は
点
字
と
の
出
合
い 

　
　
馬
渕
　
　
草

昇
る
陽
へ
今
年
の
夢
を
追
い
続
け 

　
　
自

　
　
　
句

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
止
み
し
静し

じ
ま寂
に
眠
ら
れ
ず 

遠
藤
　
金
作

雪
に
耐
へ
雪
に
埋
れ
て
峡
に
住
む 

遠
藤
　
初
枝

雪
見
舞
は
が
き
の
肩
に
紅
椿 

昆
野

　
　
功

買か
い
ぞ
め初
は
隣
の
街
に
遠
出
し
て 

佐
藤

　
　
栄

新
年
も
世
相
騒
が
し
五
濁

じ
ょ
く
世
か

志
田

　
悦
朗

喪
に
こ
も
る
人
の
多
か
る
寒
見
舞 

柴
田

　
ヒ
ノ

ま
だ
生
き
る
大
道
の
あ
り
雪
を
か
く 

白
井
　
梅
子

小
飾
を
卸
せ
ば
常
の
栖
家
か
な 

山
口
　
國
男

粉
雪
に
見
え
隠
れ
し
て
電
波
塔 

横
沢
　
稔
秋

書か
き
ぞ
め初
や
一ひ

と
文
字
大
き
寿

い
の
ち
な
が 

高
橋

　
麗
子

大
雪
の
報
せ
聞
く
夜
は
早
寝
し
て
眼
覚
む
る
つ

ど
に
刻
確
か
む
る 

山
口
　
國
男

正
月
に
母
が
つ
く
り
し

　
つ
や
の
あ
る
皺
ひ
と

つ
な
き
黒
豆
を
食
ふ 

瀬
川

　
浩
美

お
が
く
ず
の
ス
ト
ー
ブ
燃
え
て
粉
炭
の
掘
炬
燵

あ
り
し
生
家
懐
か
し 

岩
舘

　
カ
ツ

白
き
垂
清
し
き
社
に
詣
で
来
て
心
身
正
す
背
に

か
か
る
雪 

志
田
　
悦
朗

天
野
さ
ん
日
本
の
芸
術
バ
レ
ン
タ
イ
ン「
ハ
ー

ト
を
あ
げ
る
ダ
イ
ヤ
頂
戴
」 

佐
藤

　
水
魚 ◇チビッコ映画会◇

　「
日
枝
神
社
」は
、葉
木
田
集
落
の
町
道

沿
い
の
山
腹
に
あ
り
ま
す
。「
千
代
の
松

　
八
千
代
の
杉
や
　
日
枝
の
社
」と
詠
ま

れ
た
句
碑
が
立
つ
参
道
の
登
り
口
に
は
、

神
社
で
は
珍
し
い
松
の
巨
木
が
あ
り
、樹

齢
数
百
年
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
ま
す
。
13
基
の
鳥
居
を
く
ぐ
り

な
が
ら
登
る
参
道
の
途
中
に
も
松
や
杉
の

大
木
が
並
び
ま
す
。
参
道
を
登
り
切
り
、

神
社
の
境
内
に
入
る
と
樹
齢
千
数
百
年
、

幹
周
り
９
㍍
74
㌢（
昭
和
40
年
調
査
）の
杉

の
巨
木
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
か
つ
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
東
北
有
数
の
巨
木
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
幾
度
と
な
く
落
雷
に
遭
い
、長
年
の
風

雨
に
耐
え
な
が
ら
も
、松
と
杉
の
巨
木
が

神
社
と
葉
木
田
の
人
た
ち
を
見
守
っ
て
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
。

【日時】　２月27日㈭
　　　　午後３時30分～
【対象】　幼児、小学生

㊨境内にそびえ立つ杉の
巨木。落雷に遭いながら
もたくましく生きている
㊧参道入口の松の大木

支払い方法 1カ月分
の保険料

前納割引制度を利用する場合の保険料
早　割 ６カ月分 １年度分

現　金
１万5,040円

1万 5,040 円
（割引なし）

8 万 9,510 円
（730 円割引）

17 万 7,280 円
（3,200 円割引）

口座振替 1万 4,990 円
（50 円割引）

８万 9,210 円
（1,030 円割引）

17 万 6,700 円
（3,780 円割引）

　寒気が身に染みるこの季節。あつあつの鍋料理
で心も体も温まりたいですね。

※平成 26 年４月から、2年度分の保険料を口座振替でまとめて納める「２年
前納」が始まります。割引額は２月下旬に確定する予定です。

「
認
知
症
」理
解
し

早
期
発
見
・
治
療
を

今月は道ノ下るみ子保健師
からのお便りです

原
因
と
主
な
症
状

認
知
症
は
身
近
な
病
気

　　役場町民課国保年金係
　　  62-2111
　　内線502、508、509

　国民年金保険料は、毎月現金で納付するよりも口座振替が便利です。さら
に、前納割引制度を利用すると保険料がお得になります。
【口座振替の種類と割引額】

【申し込み方法】　盛岡年金事務
所または役場町民課にある申
出書に必要事項を記入し押印の
上、提出ください。
【申し込み時期】　○早割（１カ
月分）→随時　○２年度分、１
年度分、６カ月分（４月～９月
分）の前納→２月末　○６カ月
分（10 月～３月分）の前納→
８月末

国民年金保険料の口座振替と前納制度
便利でお得！ご利用ください
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岩
手
町
役
場

　
62ｰ

２
１
１
１

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先

　
　

 

申
し
込
み
先

IwatemachinformationIwatemachinformation

　
就
職
に
関
し
て
悩
ん
で
い
る
若

者
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
、

専
門
の
支
援
員
に
よ
る
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
２
月
21
日（
金
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】　
沼
宮
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

２
階
会
議
室

【
対
象
】　
就
職
に
悩
み
を
持
つ
15

歳
〜
39
歳
の
人
と
そ
の
家
族

・

　
も
り
お
か
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
１
９
‐

６
２
５
‐
８
４
６
０

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

趣
味
講
習
を
行
い
ま
す
。
講
習
会

開
催
中
は
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
託
児
を
行
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
趣
味
講
習
〜
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト

を
つ
く
ろ
う
〜

　
ビ
ー
玉
と
ワ
イ

ヤ
ー
で
作
る
作
品
で
す
。
お
家
の

運
動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

火
の
用
心
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、消
防
署
で
は
防
火
座
談

会
や
救
命
講
習
な
ど
の
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

62
‐
６
１
１
９

　
家
畜
の
所
有
者
は
、家
畜
の
飼

養
頭
数
や
管
理
状
況
に
つ
い
て
、

２
月
１
日
時
点
で
の
定
期
報
告
が

必
要
で
す
。

　
報
告
書
は
▼
牛
、水
牛
、鹿
、め
ん

羊
、山
羊
、豚
、い
の
し
し
、馬
は
４

月
15
日
ま
で
▼
鶏
、う
ず
ら
、あ
ひ

る
、き
じ
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
、だ

ち
ょ
う
は
６
月
15
日
ま
で
に
、県
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
役
場
・

農
協
な
ど
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
報
告
様
式
は
、配
付
さ
れ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
コ
ピ
ー
ま
た
は
県
・

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、役
場
・
農
協
な
ど

か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

　
０
１
９
‐
６
８
８
‐
４
１
１
１

【
日
時
】　
２
月
１
日
〜
28
日（
土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

【
相
談
電
話
番
号
】　
０
１
２
０

‐
８
２
３
‐
８
１
５

　
県
司
法
書
士
会
０
１
９
‐

６
２
２
‐
３
３
７
２

　
盛
岡
地
方
法
務
局
は
、市
民
講

座「
よ
く
わ
か
る
相
続
と
登
記
」を

開
催
し
ま
す
。法
務
局
の
職
員
が
、

法
定
相
続
や
遺
産
分
割
、遺
言
や

相
続
登
記
に
関
す
る
講
演
を
行
い

ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
が
、あ
ら
か
じ

め
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
２
月
19
日（
水
）午
後
２

時
〜
４
時

【
会
場
】　
盛
岡
第
２
合
同
庁
舎
３

階
会
議
室（
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通

１
‐
９
‐
15
）

【
定
員
】　
40
人

・

　
盛
岡
地
方
法
務
局

総
務
課

０
１
９
‐
６
２
４
‐

９
８
６
１

　
岩
手
労
働
局
と
盛
岡
公
共
職
業

安
定
所
は
、「
人
・
自
然
と
ふ
れ

あ
う
職
場
相
談
会
〜
介
護
・
看
護
・

イ
ン
テ
リ
ア
に
い
か
が
で
す
か
？

【
日
時
】　
２
月
27
日（
木
）午
前
10
時

【
会
場
】　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　
無
料

【
講
師
】　
白
籏
加
代
子
さ
ん

【
定
員
】　
10
組（
先
着
）

【
申
込
期
限
】　
２
月
20
日（
木
）

・

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

　
県
司
法
書
士
会
は
、毎
年
２
月

を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」と
し
て
、相
続
手
続
き
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

①
　
特
設
無
料
相
談
所

【
日
時
】　
２
月
の
毎
週
金
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午

【
会
場
】　
県
司
法
書
士
会
館（
盛

岡
市
本
町
通
２
‐
12
‐
18
）

 

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
会

場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

②
　
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無
料

相
談

【
日
時
】　
２
月
１
日
〜
28
日（
土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

【
会
場
】　
県
内
各
地
の
司
法
書
士

個
人
事
務
所

　
※
近
く
の
司
法
書

士
事
務
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

③
　
無
料
電
話
相
談

　
町
消
防
団
で
は
、消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
各
市
町
村
に
設
置
さ

れ
る
消
防
機
関
で
、団
員
は
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
住
民
の
安
全
を

守
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
女
性
の

参
加
も
増
加
し
て
お
り
、特
に
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
防
火
訪

問
、応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

・

　
役
場
総
務
課
地
域
安

全
係（
２
階
３
番
窓
口
）
62
‐

２
１
１
１
内
線
２
０
８

　
県
で
は
、子
育
て
に
愛
情
や
熱

意
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
く

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭

で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
を
、温
か
い
家
庭
環
境
の

中
で
心
身
と
も
に
健
全
に
育
て
て

く
れ
る
人
を
里
親
と
い
い
ま
す
。

　
県
が
子
ど
も
の
養
育
を
児
童
福

祉
法
に
基
づ
き
お
願
い
す
る
も
の

で
、里
親
に
は
子
ど
も
の
養
育
費

用
が
毎
月
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

児
童
女
性
部
０
１
９
‐
６
２
９

‐
９
６
０
８

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
科
お
よ
び
生
涯
学

習
通
信
講
座
の
生
徒
・
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
内
容
】　
○
平
成
26
年
度
高

等
学
校
普
通
科（
３
年
制
）生
徒

（
一
般
入
学
）　
○
生
涯
学
習
通
信

講
座
受
講
者（
受
講
期
間
は
講
座

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

【
出
願
期
間
】　
高
等
学
校
普
通
科

は
４
月
30
日
ま
で
、生
涯
学
習
通

信
講
座
は
通
年

・

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

０
４
２

‐
５
７
２
‐
３
１
５
１
、案
内

書
請
求

　
０
１
２
０
‐
０
６
‐

８
８
８
１

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

■
町
消
防
団

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

相
続
登
記
お
済
み
で
す
か

■
無
料
相
談
を
開
催

マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
づ
く
り

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
く
わ
か
る
相
続
と
登
記

■
法
務
局
市
民
講
座

自
立
・
就
活
の
悩
み
相
談

■
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
日
時
】　
２
月
23
日（
日
）午
後
１

時
〜
４
時

【
会
場
】　
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎

【
相
談
内
容
】　
労
使
間
の
労
働
問

題
全
般（
解
雇
、雇
止
め
、減
給
、配

転
、パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
な
ど
）

・

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
２
７
６

　
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
は
、第

28
回
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
音

楽
隊
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
先
着
入
場
で

満
員
に
な
り
次
第
入
場
を
お
断
り

し
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
３
月
15
日（
土
）午
後
２

時
15
分
開
場
、３
時
開
演

【
会
場
】　
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
マ
リ
オ
ス
）大
ホ
ー
ル

　
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

司
令
業
務
室

０
１
９
‐
６
８
８

‐
４
３
１
１
内
線
２
５
６

　「
消
す
ま
で
は

　
心
の
警
報

　
Ｏ

Ｎ
の
ま
ま
」を
防
火
標
語
に
、３
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
春
季
火
災
予
防

家
畜
の
報
告
お
忘
れ
な
く

■
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

保
育
、農
林
漁
業
就
職
相
談
会
〜
」

を
開
催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
、

履
歴
書
も
不
要
で
す
。

【
日
時
】　
２
月
20
日（
木
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

【
会
場
】　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
４
階

【
対
象
】　
一
般
求
職
者
、本
年
３

月
卒
業
予
定
の
学
生
、生
徒
お
よ

び
３
年
以
内
の
既
卒
者

【
内
容
】　
○
個
別
相
談
　
県
内
の

約
50
社
が
参
加
予
定
　
○
イ
ベ
ン

ト
　
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
、高
齢

者
疑
似
体
験

【
申
し
込
み
】　
本
年
３
月
卒
業
予

定
の
高
校
生
は
、事
前
に
盛
岡
公

共
職
業
安
定
所
へ
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
事
前

申
し
込
み
不
要
で
す
。

・

　
盛
岡
公
共
職
業
安
定

所
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー
０
１
９

‐
６
２
４
‐
８
９
０
４

　
県
労
働
委
員
会
は
、労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
、県
労
働
委
員
会
の

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
当
日
会
場
で
の
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、相
談
は

予
約
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、な

る
べ
く
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

■
春
の
火
災
予
防
運
動

労
使
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
を

■
無
料
労
働
相
談
会

就
職
相
談
会
を
行
い
ま
す 

■
医
療
福
祉
、農
林
漁
業

学
園
生
・
受
講
者
を
募
集

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

定
期
演
奏
会
を
行
い
ま
す

■
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

No.308
【プロフィル】　やまもと・たかひろ（24）＝上野口町＝。宮古市出身。
宮古高、札幌学院大を卒業後、平成24年４月に盛岡地区広域消防組合に
就職。同時に盛岡中央消防署岩手分署に配属。血液型Ｂ型、おうし座

　「火災時は、分署に一人残り電話や無線に対応しなければなりません。
時間や内容をしっかり記録するよう気を付けています」と話す隆博さん
は、消防署で通信や統計資料の作成、資機材の管理などを担当していま
す。消防士を志したきっかけは東日本大震災。「震災のときは大学生で、
津波の映像をテレビで見てショックを受けました」と振り返ります。実
際の仕事では、「災害ばかりあるわけではないので、普段は事務仕事が
多い。災害を未然に防ぐ『予防』も大事な仕事です」と気を引き締めま
す。理想の女性は「料理が上手な人」という隆博さん。自身の腕前は「勉
強中」と笑い、「自動車の中型免許を取得したので、消防車を運転する
機関員の仕事も頑張ってみたいですね」と仕事に意欲を燃やします。

未然に災害防ぐ「予防」が大事

山本 隆博 さん
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 町民カレンダー

休日当番医
日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

１（土）09:00 ～ 16:00 町書初めコンクール入選作品展（23日まで） 石神の丘美術館

２（日）09:00 ～ 12:00 町教育振興運動教育を高めて進む町づくり大会 森のアリーナ

５（水） 9:45 ～ 離乳食教室
（平成25年10月生まれのお子さんの家族） 町保健センター

６（木）13:30 ～ 15:30 福祉のしごと定期出張相談 in 岩手町 プラザあい

７（金） 9:30 ～ 妊婦教室１回目
（平成26年４月～７月出産予定の女性） 町保健センター

12（水）12:30 ～ 00:00 ３歳児健康診査（平成22年６月12日～８月12日生まれ） 町保健センター

15（土）10:00 ～ 15:00 第12回いわて北緯40度まんぷくそばフェスタ（16日まで） プラザあい

16（日）08:30 ～ 12:00 楽しく滑るためのスキー教室 奥中山高原スキー場

19（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）ゆはず交流館

20（木）
09:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

10:00 ～ 00:00 まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

22（土）10:00 ～ 16:00 いわてＳ－１スイーツフェア2014 アピオ（滝沢市）

23（日）08:30 ～ 00:00 第58回町民スキー大会 奥中山高原スキー場

25（火）

12:30 ～ 00:00
12:45 ～ 00:00

9カ月児健康診査（平成25年5月生まれ）
6カ月児健康診査（平成25年8月生まれ）
1歳児健康診査（平成25年2月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 盛岡消費生活センター出前消費者相談会（要予約：受け付けは役場総務課地域安全係） 町総合開発センター

27（木）10:00 ～ 00:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

日（曜） 時間 行事名 場所

２（日）13:30 ～ 16:00 いわてまち男女共同参画フォーラム プラザあい

５（水） 9:45 ～ 離乳食教室
（平成25年11月生まれのお子さんの家族） 町保健センター

６（木）13:30 ～ 15:30 福祉のしごと定期出張相談 in 岩手町 プラザあい

７（金） 9:30 ～ 妊婦教室２回目
（平成26年４月～７月出産予定の夫婦） 町保健センター

８（土）09:00 ～ 16:00 発掘された遺跡展（30日まで） 石神の丘美術館

12（水）12:45 ～ １歳６カ月児健康診査
（平成24年7月9日～９月12日生まれ） 町保健センター

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

２月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

3月の行事予定

2月の行事予定

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 4日 08:30 ～
11:00

循環器（内科） 3、17 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 5、19 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 14 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 4、25 日 13:00 ～
15:30

整形外科 7、21 日 08:30 ～
11:30

２（日）佐藤整形外科クリニック

９（日）沼宮内地域診療センター

２月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:30
外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:30

３月

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234

　68-7240
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

【受付時間】　9:00～17:00

日（曜） 当番医
２（日）塚谷医院

９（日）さわやかクリニック

11（火）岩手沼宮内クリニック

16（日）一方井診療所

23（日）北上脳神経外科クリニック

固定資産税（第４期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第 8期）の納付期限は 2 月 28 日㈮です
※口座振替の場合は2月25日（火）に指定の口座から引き落としになります

▼

子どもの急な病気はかなしみよろこび
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

平成 25 年 12 月受け付け分

日 月 火 水 木 金 土
2/1
医大

２
中央

３
医大

４
川久保

５
日赤

６
医大

７
中央

８
こども

９
日赤

10
中央

11
川久保

12
医大

13
中央

14
日赤

15
医大

16
中央

17
中央

18
川久保

19
中央

20
日赤

21
医大

22
こども

23
中央

24
医大

25
中央

26
日赤

27
医大

28
中央

3/1
中央

2
医大

3
中央

4
川久保

5
日赤

6
医大

7
中央

8
こども

9
中央

10
日赤

11
川久保

12
医大

13
中央

14
医大

15
中央

●生まれたお子さん●３人（６人）
▼12月

日 お名前 保護者 行政区

３ 　村岡　莉
り み
実 基　文 尾 呂 部

10 　藤原　允
ことみ
美 徳　治 下五日市

14 　上飯坂　鮎
あゆみ
美 徹 駅 前

●お婿さん、お嫁さん● １組（３組）

日 お名前 世帯主 行政区

24 　民部田　正則　長田　亜希子
省　三
義　信

川 原 木
滝 沢 市

▼12月

●亡くなられた人● 17 人（18 人）
▼11月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
30 田中　石夫（60） 美恵子 下五日市

30 南　 キ ヌ（85） 利　夫 田 中

10 下平　松太郎（88） 新　一 下 横 沢

10 部田　倉治（94） 輝　男 川 原 木

13 澤田　ノリ（78） 与七郎 駅 通

14 岩﨑　テル（91） 本　人 岩 瀬 張

15 下平　喜八（80） 忠　一 朽 木 林

15 岩泉　良悦（83） 本　人 犬 袋

16 阿部　岩雄（67） 礼　子 下苗代沢1

19 中村　武雄（78） キヌヱ 岩 瀬 張

20 田中　ナツ（87） 勝　實 豊 岡

22 武田　末藏（89） 本　人 下 鴫 沢

23 苅宿　トシ（77） 本　人 駅 通

24 西舘　広志（62） 春　江 水 堀

27 遠 山　　 淳（73） 淑　子 下野口町

28 岩泉　フミ（85） 本　人 舘

28 岩瀨　榮吉（93） 本　人 上五日市

▼12月

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。



代表 :久保隆造（62）
　 　＝犬袋＝
会員: ７人

美
術
館
へ
行
こ
う

県立沼宮内高等学校

「町書初めコンクール　入選作品展」も開催します
美術部・写真部・書道部 合同展

いきいきサ ルクーサ ルクー
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／
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■
人
口
の
動
き（
H
25.12.31現

在
）　
※（
）内
は
前
月
比

　
人
口
/男
7,258（

△
15） 、女

7,604（
△
8） 　
計
14,862（

△
23） 、世

帯
/5,466（

△
4）

　
出
生
/6、 死

亡
/18、転

入
/20、 転

出
/31、外

国
人
住
民
/115人

※
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、人
口
、世
帯
数
は
外
国
人
住
民
を
含
む
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
日
、平
成
25
年
度
県
市
町

村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

が
開
か
れ
、「
広
報
い
わ
て
ま

ち
」が
写
真
の
部
・
組
み
写
真

（
参
加
30
作
品
）で
第
２
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、

園
井
恵
子
生
誕
百
年
祭
の
記
念

ス
テ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
昨
年
９

月
号
の
６
‐
７
㌻
。
組
み
写

真
と
は
、１
つ
の
記
事
を
複
数

の
写
真
で
表
現
す
る
も
の
で

す
が
、入
賞
で
き
た
の
は
、素
材

（
大
勢
の
町
の
皆
さ
ん
が
作
り

上
げ
た
ス
テ
ー
ジ
）の
素
晴
ら

し
さ
の
お
か
げ
。
皆
さ
ん
に
感

謝
で
す
。
同
時
に「
１
位
で
な

く
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」と

い
う
気
持
ち
で
す
…
。（
佐
藤
）

観覧
無料
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「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークル
や団体を紹介します。　　　  役場企画商工課企画広報係 62－2111内線217へ

　「
お
と
め
座
」は
昨
年
３
月
に
結
成
さ
れ
た
健

康
劇
団
で
す
。
寸
劇
を
通
じ
て
、面
白
お
か
し
く

健
康
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
る
メ
ン
バ
ー
は
、看
護

師
や
保
健
師
、栄
養
士
、保
健
推
進
員
、保
育
士
な

ど
医
療
や
福
祉
に
携
わ
っ
て
き
た
７
人
。
発
案

者
の
元
看
護
師
・
岩
崎
幸こ
う
こ子
さ
ん
は
、「
迎
え
る

高
齢
化
社
会
を
ど
う
や
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て

い
く
か
。
同
じ
立
場
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

た
い
」と
結
成
の
思
い
を
語
り
ま
す
。
脚
本
担
当

の
元
保
健
師
・
沢
口
利と
し
え江
さ
ん
は「
演
劇
は
素
人

だ
け
ど
、伝
え
た
い
思
い
が
あ
る
」と
話
し
、演
じ

る
場
所
や
見
る
人
に
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の

中
に「
認
知
症
」、「
病
院
へ
の
か
か
り
方
」、「
高

齢
社
会
」な
ど
の
テ
ー
マ
を
盛
り
込
み
ま
す
。
劇

中
は
、ア
ド
リ
ブ
も
満
載
。
主
役
の
亀
吉
じ
い
さ

ん
に
扮
す
る
元
栄
養
士・花
沢
敏
子
さ
ん
は
、「
と

に
か
く
笑
わ
せ
よ
う
と
思
っ
て
演
じ
て
い
る
」と

話
し
、舞
台
メ
イ
ク
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　
要
望
に
応
じ
、各
地
区
の
集
会
な
ど
で
公
演
す

る「
お
と
め
座
」は
も
う
す
ぐ
結
成
１
周
年
。
座

長
の
久
保
隆
造
さ
ん
は
、「
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
し
た
い
。
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
の
地
区
へ
お
呼
び

く
だ
さ
い
」と
ま
す
ま
す
張
り
切
り
ま
す
。

笑
っ
て
暮
ら
せ
る
元
気
な
ま
ち
に

思
い
演
じ
る
劇
団
「
お
と
め
座
」

県コンクール第２位となった９月号６-７㌻

【展示室】 ２月19日（水）まで
【ホール】 ２月23日（日）まで

①健康劇団「おとめ座」の皆
さん　②③「町公民館まつり」
でも寸劇を披露。ひょうき
んな演技と軽妙なせりふま
わしで会場は笑いの渦に

昨年度の集合写真

①②

③

沼宮内高の美術部、写真部、書道部が、日ご
ろの活動成果を発表します。部員たちは学芸
員の指導を受け作品の展示作業などを実施。
自分たちの手で作り上げた展覧会です。ぜひ、
沼宮内高の活動にご注目ください !!　

開館時間：午前9時～午後４時
休館日：毎週月曜日

花沢敏子さん（66）
＝下苗代沢２＝

沢口利江さん（55）
＝太田＝

三浦ミサオさん（71）
＝横田＝

横沢泉さん（46）
＝上横沢＝

竹田友子さん（63）
＝盛岡市玉山区＝

久保隆造さん（62）
＝犬袋＝

岩崎幸子さん（69）
＝上苗代沢＝


